
西脇市立学校給食センターの
調理業務の在り方について

～西脇市教育委員会～



学校給食センター概要

◇新センター 平成25年9月～稼働

◇受配校

中学校：４校

小学校：８校

幼稚園：１園 計13校園

◇食数

約3,500食／日



学校給食センター内部のご紹介



学校給食センター内での作業



給食センターの主な業務内容の比較
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同じ

給食専門業者
によって調理

同じ

同じ

同じ

同じ

同じ

各学校への配達と食缶（食べ物を入れる容器）の回収も炊飯・パン加工業者

3

業務委託後

同じ

同じ

ご飯やパンの調理
と配送・回収

業務内容

給食の献立

食材の購入

給食の副食（おか
ず）の調理

副食（おかず）の
配達

各学校への配達と回収はシルバー人材センターに委託している。

市が牛乳供給業者に発注し、業者が各学校へ配達している。

給食の材料代や市内業者に委託している炊飯やパンの加工賃のみ保護者負担と
なっている。

給食の牛乳の発注
と配達

給食費

食物アレルギーの
対応

食育

卵アレルギーのみ実施しており、各学校園から依頼を受け、学校給食センターの
所長、栄養教諭、学校園の養護教諭等と保護者で面談し対応している。

各学校園から依頼を受け、栄養教諭が出向いて指導している。また、普段の給食
時間などの食育指導は、学校園の教諭も行っている。

現   在

献立は、栄養教諭が作成し、毎月開催の「学校給食連絡会」で担当教諭らと調整
し、決定している。

毎月、安全・安心な食材をＰＴＡや消費者協会の代表者で構成する「物資調達委
員会」で選定し、市が購入している。

米や小麦は市で購入し、炊飯やパンの加工については市内の業者に委託してい
る。

市の調理員が西脇市の学校給食センター内で調理している。



Q１. 給食の献立はだれが考えるの？

現在

業務委託後も

現在と同じ

毎月、栄養教諭が作成し
ます。

「学校給食連絡会」で担当
教諭らと調整します。

決定

委託後



Q２. 食材の購入はどうしているの？

PTAの代表者 消費者協会の代表者

物資調達委員会

安全・安心な食材を毎月選定

市が購入

現在

業務委託後も

現在と同じ

委託後



Q３. ご飯やパンはどうしているの？

業務委託後も

現在と同じ

委託後

市が購入しています。

炊飯やパンの加工は市内
の業者に委託しています。

各学校への配達と食缶（ごはんやパンを
入れる容器）の回収も含まれています。

現在



Q４. 給食の副食（おかず）は？

給食専門業者によって

学校給食センター内で

調理されます。

委託後

市の調理員によって
学校給食センター内で

調理されます。

現在



シルバー人材センターに
委託しています。

業務委託後も

現在と同じ

Q５. 給食の副食（おかず）の配達は？

委託後現在

食器や食缶（おかずを入れる容
器）の回収も含まれています。



Q６. 給食の牛乳はどうなっているの？

業務委託後も

現在と同じ

委託後

市が牛乳供給業者に
発注しています。

業者が直接各学校に
配達しています。

現在



Q７. 給食費はどうなるの？

業務委託後も

現在と同じ

委託後現在

給食の材料代

市内業者に委託している炊飯や

パンの加工賃

保護者負担は

以上のみです。 ※業務委託することで給食費
が変わることはありません。



Q８. 食物アレルギーの対応はどうなるの？

業務委託後も

現在と同じ

委託後

協議

対応

学校給食センターの
所長、栄養教諭

養護教諭

保護者学校園の校園長、教諭

現在



Q９. 子どもたちへの食育はどうなるの？

業務委託後も

現在と同じ

委託後現在

学校給食センターの
栄養教諭

家庭 地域の方々

学校園の教諭

学校園での
食育

連携して取り組み

依頼があれば

学校園に出向いて指導
各教科や給食時間等に指導



業務委託によって変わるのは・・・

※給食センター内での
調理作業は同じですが
調理する人が変わるこ
とになります。

市の調理員

給食専門業者
の調理員



調理業務委託を進めるための留意点等

１ 調理業務委託内容についての保護者への説明

２ 調理業務委託事業者の選定方法については、プロポーザル

方式によって十分な経験を有し、質の高い業者の選定

３ 調理業務委託移行時には、現在、調理に携わっている調理

員（パート含む。）の継続雇用についても希望を考慮する。

４ 直営から民間事業者に移行する際及び将来事業者が変更に

なった際には引き継ぎをしっかり行い、給食の安全性と質を

担保する。


